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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザーがマニュアル選択手段を操作している
ときにストライク機構のリリースを防いだりチューンの
再生を防止する。
【解決手段】ムーブメントによって制御されるパッシン
グストライク発動歯止め３と、又はユーザーが操作可能
なリピーター歯止め４と、連係する移動止めラチェット
２を有するストライク機構１００である。ストライク機
構１００は、針セッティングステム８、ストライク又は
チューン選択用のメイン制御メンバー１０によって、又
は止め機構によって、操作可能である反転レバー７の作
用の下で歯止め３、４がラチェット２にアクセスするこ
とを防ぐ分離レバー６を有し、ストライクモード又はチ
ューン選択の間にリリースを防ぐ安全デバイスを有して
いる。また、リリース防止レバー２０を有しており、そ
の回転によって、メイン制御メンバー１０に対する作用
の下で、移動止めラチェット２から歯止め３、４を離す
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ムーブメント（５００）と、及び移動止めラチェット（２）を担持しているストライク
駆動車セット（１）を有するストライク機構（１００）とを有する計時器（１０００）で
あって、
　前記移動止めラチェット（２）は、前記ムーブメント（５００）によって制御される少
なくとも１つのパッシングストライク発動歯止め（３）又はユーザーによって操作される
オンデマンドのリリースレバー（５）によって制御されるリピーター歯止め（４）と連係
するように構成しており、
　前記ストライク機構（１００）は、ストライク反転レバー（７）の作用の下で前記移動
止めラチェット（２）への前記歯止め（３、４）のアクセスを防ぐことができるストライ
ク分離レバー（６）を有し、
　前記ストライク反転レバー（７）は、前記ムーブメント（５００）が備える針セッティ
ングステム（８）によって、又は前記ストライク機構（１００）が備えるストライク又は
チューン選択用のメイン制御メンバー（１０）によって、又はエネルギー資源が不十分で
ある場合には前記ストライク機構（１００）が備える止め機構によって、操作することが
でき、
　前記ストライク機構は、ストライク機能又はチューンを選択している間にリリースを防
ぐ安全デバイスを有しており、
　前記安全デバイスは、前記ムーブメント（５００）又はユーザーによるいずれのストラ
イク機能のリリースをも防ぐように構成しており、リリース防止レバー（２０）を有して
おり、
　このリリース防止レバー（２０）の回転によって、ストライク機能又はチューン選択が
ユーザーによって前記メイン制御メンバー（１０）に対して行われると、前記移動止めラ
チェット（２）からいずれの前記歯止め（３、４）も離れ、
　前記ストライク機構（１００）は、ユーザーによるアクションがないときに固有な待機
位置に前記メイン制御メンバー（１０）を戻す弾性戻し手段を有する
計時器（１０００）。
【請求項２】
　前記メイン制御メンバー（１０）は、制御ピン（１２）を担持している回転式のメイン
オペレーションレバー（１１）を有しており、
　この制御ピン（１２）は、メインオペレーションばね（９）の作用の下で、リリースオ
ペレーションを可能にする第１の角トラベルにおいて前記リリース防止レバー（２０）の
第１の面（２３）と、そして、前記ストライク機構をリリースするいずれのオペレーショ
ンも防ぐ前記リリース防止レバー（２０）の係合解除用の第２の角トラベルにおいて前記
リリース防止レバー（２０）の第２の面（２４）と、当接係合するように構成しており、
　前記リリース防止レバー（２０）は、リリース防止レバーばね（２９）の戻し力によっ
て前記制御ピン（１２）の方に押される
請求項１に記載の計時器（１０００）。
【請求項３】
　前記制御ピン（１２）は、前記メイン制御メンバー（１０）の前記待機位置において、
前記第１の面（２３）に対向しており、
　前記制御ピン（１２）は、この第１の面（２３）から非ゼロの第１の安全距離Ｓ１離れ
ている
請求項２に記載の計時器（１０００）。
【請求項４】
　前記制御ピン（１２）は、前記メインオペレーションレバー（１１）のアイドルトラベ
ルに対応する前記第１の角トラベルの間に、前記リリース防止デバイスと係合するように
構成している前記第１の面（２３）に載っている
請求項２又は３に記載の計時器（１０００）。
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【請求項５】
　前記第２の角トラベルの間に、前記制御ピン（１２）は、ユーザーによって前記メイン
制御メンバー（１０）に力が与えられているときに前記第２の面（２４）に載っており、
　これによって、前記リリース防止安全機能が維持される
請求項２～４のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【請求項６】
　前記リリース防止レバー（２０）の前記第２の面（２４）は、前記第１の面（２３）に
近接しており、
　前記第２の面（２４）は、この第１の面（２３）からエッジ又は中間的平坦部分によっ
て離れており、
　これらの交差位置は、前記メイン制御メンバー（１０）に対するアクションの間に、前
記第１の角トラベルの端に、そして、いずれのストライク機能のリリースをも防ぐ安全デ
バイスの係合に、対応している
請求項２～５のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【請求項７】
　前記第１の面（２３）は、実質的に平坦であり、実質的に円筒状である前記第２の面（
２４）からエッジによって分かれており、
　前記第２の面（２４）は、前記安全デバイスがアクティブ化されているときに前記メイ
ンオペレーションレバー（１１）の回転軸と同軸である
請求項６に記載の計時器（１０００）。
【請求項８】
　前記第１の面（２３）と前記第２の面（２４）は、実質的に円筒状であり実質的に前記
メインオペレーションレバー（１１）の回転軸を中心としている２つの面であり、その一
方の面は、他方の面よりも遠くにあり、互いに中間的平坦部分によって分かれており、
　前記第２の面（２４）は、前記安全デバイスがアクティブ化されているときに、前記メ
インオペレーションレバー（１１）の回転軸と同軸である
請求項６に記載の計時器（１０００）。
【請求項９】
　前記ストライク反転レバー（７）は、前記リリース防止レバー（２０）が備える支持面
（２２）に当接するように動くように構成している偏心機構（７１）を有しており、
　これによって、前記ストライク反転レバー（７）の回転トラベルを精密調整し、前記移
動止めラチェット（２）からの各歯止め（３、４）の係合解除を確実にする
請求項２～８のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【請求項１０】
　前記メイン制御メンバー（１０）の前記待機位置において、前記偏心機構（７１）は、
前記支持面（２２）に対向しており、
　前記偏心機構（７１）は、前記支持面（２２）から非ゼロの第２の安全距離Ｓ２離れて
いる
請求項９に記載の計時器（１０００）。
【請求項１１】
　前記第１の角トラベルの第１の部分の間に、前記偏心機構（７１）は、前記支持面（２
２）に対向しており、
　前記偏心機構（７１）は、前記支持面（２２）から非ゼロの第２の安全距離Ｓ２離れて
いる
請求項９又は１０に記載の計時器（１０００）。
【請求項１２】
　前記第１の部分に続く前記第１の角トラベルの第２の部分の間に、前記偏心機構（７１
）は、前記支持面（２２）に載っている
請求項１１に記載の計時器（１０００）。
【請求項１３】
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　前記第２の角トラベルの間に、ユーザーによって前記メイン制御メンバー（１０）に力
が与えられつつ、前記偏心機構（７１）は前記支持面（２２）に載っている
請求項９～１２のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【請求項１４】
　前記メイン制御メンバー（１０）は、カラム車（３０）を有しており、
　前記メインオペレーションレバー（１１）は、カラム車ジャンパー（３２）によって適
切な位置に保持される前記カラム車（３０）の歯（３１）を引くように構成しているフッ
ク（１３）を有しているメインカラム車オペレーションレバーである
請求項２～１３のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【請求項１５】
　前記第１の角トラベルの前記第１の部分は、待機位置と、前記フック（１３）と前記カ
ラム車（３０）の間の第１の接触位置の間のアイドルトラベルに対応する
請求項１１又は１４に記載の計時器（１０００）。
【請求項１６】
　前記ストライク反転レバー（７）は、その角位置に応じて、ストライク機構のオペレー
ションが有効なモード又は無効なモードをユーザーに見えるように表示を制御するように
構成している
請求項１～１５のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【請求項１７】
　前記ストライク機構（１００）は、時間を自動的に又はオンデマンドでストライクする
クオーターラック又は分ラック（９０）である少なくとも１つの制御ラックを有しており
、前記制御ラックに関連づけられている少なくとも１つのカム（９８）を有しており、
　このカム（９８）は、ストライク機能又はチューンが進行中であるときに、前記メイン
制御メンバー（１０）がストライクモード又はチューンを選択するように回転することを
防ぐように構成している
請求項１～１６のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【請求項１８】
　前記ストライク機構（１００）は、リピーター歯止め（４）を前記移動止めラチェット
（２）と連係させるようにユーザーによって操作可能な前記オンデマンドのリリースレバ
ー（５）を有するミニッツリピーター又は別のオンデマンドの音響的表現機構を有してい
る
請求項１～１７のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【請求項１９】
　携行型時計である
請求項１～１８のいずれかに記載の計時器（１０００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ムーブメントと、及び移動止めラチェットを担持しているストライク駆動車
セットを有するストライク機構とを有する計時器に関する。前記移動止めラチェットは、
前記ムーブメントによって制御される少なくとも１つのパッシングストライク発動歯止め
又はユーザーによって操作されるオンデマンドのリリースレバーによって制御されるリピ
ーター歯止めと連係するように構成している。前記ストライク機構は、ストライク反転レ
バーの作用の下で前記移動止めラチェットへの前記歯止めのアクセスを防ぐことができる
ストライク分離レバーを有する。前記ストライク反転レバーは、前記ムーブメントが備え
る針セッティングステムによって、又は前記ストライク機構が備えるストライク又はチュ
ーン選択用のメイン制御メンバーによって、又はエネルギー資源が不十分である場合には
前記ストライク機構が備える止め機構によって、操作することができる。
【０００２】
　本発明は、計時器のための音響表示機構の分野、特に、自動的又はオンデマンドで、ス
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トライク機能を実行したりチャイム又はチューンを再生するストライク機構及び／又はミ
ュージックボックスに関する。特に、本発明は、ストライク機構及び／又はチューン再生
機構を備えた機械式ムーブメントを有するミュージカルウォッチの分野に関する。
【背景技術】
【０００３】
　計時器用のストライク機構は、大きな複雑機構であり、その部品の数や運動の複雑さだ
けではなく、可能なオペレーションモードの観点でも複雑である。ミニッツリピーターの
ような付加的な複雑機構を備える腕時計や懐中時計のような携行型時計においては、安全
特性を管理することは非常に複雑であり、パッシングストライク機能を止めてミニッツリ
ピーターを再生することを可能にしたり、反対に、パッシングストライクが近づくにした
がってミニッツリピーターがリリースされることを止めて、リピーターサイクルが開始し
始めたときにミニッツリピーターが再びリリースされることを防ぎ、ストライク機能など
の間に稼働機構に対する調整を防ぐことは難しい。なぜなら、このような安全手段は概し
て非常に多くの数のアイソレーターを用いるためである。このことによって、機構及び干
渉のリスクがさらに複雑になってしまう。
【０００４】
　この課題は、別のチューン、特に、別のチャイムで、異なるストライクモードで動作す
ることができるような計時器において、あるいはこの計時器がストライクモード、チュー
ン又はゴングを選択する手段を有する場合には異なるゴングのセットで動作できるような
計時器において、さらに複雑になる。ストライク機構や音楽機構の部品だけではなくこの
同様に複雑な選択機構の部品の完全な安全性を確実にすることが問題である。機構、特に
、ギャザリングパレット、における応力の蓄積を防ぎ、特に、クオーターラックとギャザ
リングパレットの間のいずれの衝突をも防ぐことが必要である。
【０００５】
　同じ出願人による欧州特許出願ＥＰ２９４７５２３Ｂ１、ＥＰ３０９６１８９Ｂ１、Ｅ
Ｐ３１３６１８８Ｂ１及びスイス特許出願ＣＨ０１７１８／１６、ＣＨ００９６４／１７
、ＣＨ００９６５／１７、ＣＨ００９６６／１７は、様々な観点からこの困難な課題に既
に取り組んでいる。この課題は、一方では、ユーザーが、不適切な時点においてストライ
ク機能を選択又はリリースしたりチューンしたりする行為を開始することを防ぐことであ
り、他方では、ユーザーが計時器のマニュアル制御手段のいずれかに対してアクションを
行っているときに計時器機構がストライク又はチューンのサイクルを開始することを防ぐ
ことであるために困難である。具体的には、同じ出願人によるスイス特許出願ＣＨ０１４
２２／１７は、ガバナーを備えるストライク機構用の針セッティング機能のための安全機
構を開示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、特に、ユーザーがマニュアル選択手段を操作しているときに、ストライク機
構のリリースを防いだりチューンの再生を防いだりすることを提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このために、本発明は、請求項１に記載の計時器に関する。
【０００８】
　添付図面を参照しながら下記の詳細な説明を読むことで、本発明の他の特徴及び利点が
明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１～２０は、本発明に係る同じストライク機構の部分的な概略図を正面図、背
面図、及びリリース防止レバーの２つの端における詳細な端面図である４つの図の群ごと
に示している。このストライク機構は、異なる順次的な時点におけるストライクモード及
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び／又はチューンを選択するマニュアル制御メンバーを備える。図１～４においては、マ
ニュアル制御メンバーが動作していない待機位置にある。図１は、正面図である。
【図２】裏面図である。
【図３】一方の端の端面図である。
【図４】他方の端の端面図である。
【図５】図５～１２においては、第１の角トラベルを示している。図５～８は、第１の角
トラベルの第１の部分におけるマニュアル制御メンバーに対する圧力の開始時におけるも
のである。図５は、正面図である。
【図６】裏面図である。
【図７】一方の端の端面図である。
【図８】他方の端の端面図である。
【図９】図９～１２は、第１の角トラベルの第２の部分におけるマニュアル制御メンバー
に対して継続的な圧力が与えられているときのものである。図９は、正面図である。
【図１０】裏面図である。
【図１１】一方の端の端面図である。
【図１２】他方の端の端面図である。
【図１３】図１３～２０は、第２の角トラベルを示している。図１３～１６は、安全デバ
イスが係合している位置におけるアイドルトラベルの端におけるものである。図１３は、
正面図である。
【図１４】裏面図である。
【図１５】一方の端の端面図である。
【図１６】他方の端の端面図である。
【図１７】図１７～２０、マニュアル制御メンバーに圧力が与えられているトラベルの端
におけるものである。このときに、ストライクモード又はチューンが変わる。図１７は、
正面図である。
【図１８】裏面図である。
【図１９】一方の端の端面図である。
【図２０】他方の端の端面図である。
【図２１】図２１～２４は、待機位置への戻りを示している。
【図２２】図２１～２４は、待機位置への戻りを示している。
【図２３】図２１～２４は、待機位置への戻りを示している。
【図２４】図２１～２４は、待機位置への戻りを示している。
【図２５】図２５～３８はそれぞれ、ストライク機構の主要構成要素の概略的な斜視図、
背面図及び正面図を示している。図２５は、ストライク分離レバーを示している。
【図２６】移動止めラチェットを有する組み立てられた駆動車セットを示している。
【図２７】ムーブメントによるストライク機構のリリースのためにパッシングストライク
発動歯止めを有する中間的なリリースレバーを示している。
【図２８】グランドソヌリ係合星形車を示している。
【図２９】ユーザーによるストライク機構のリリースのためにリピーター歯止めを担持し
ているオンデマンドのリリースレバーを示している。
【図３０】係合解除ヨークを示している。
【図３１】ストライク反転レバーを示している。
【図３２】係合ヨークを示している。
【図３３】カラム車を示している。
【図３４】カラム車ジャンパーを示している。
【図３５】メインオペレーションレバー、特に、カラム車オペレーションレバー、を示し
ている。
【図３６】本発明に係るリリース防止レバーを示している。
【図３７】カラム車制御ばねを示している。
【図３８】リリース防止レバーばねを示している。
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【図３９】図２と同様な図であり、一点破線で断面の軌道を示している。
【図４０】図３９の一点破線における断面図である。
【図４１】図４０の詳細図である。
【図４２】図４２～４９は、ストライク機構が備える分ラックとともに相補的な安全機構
を示している平面図である。この安全機構は、ミニッツリピーターなどによってアクティ
ブ化されるパッシングストライク又はストライク機能のオペレーションの間に選択が行わ
れることを防ぐように意図されている。この相補的な安全機構は、分ラックに当接するよ
うに動きストライク選択ボルトを用いて連接されているように構成しているチューン選択
防止レバーを有する。このストライク選択ボルトは、メインオペレーションレバーと連係
するように構成している。　　図４２は、ストライク機構が待機しており安全デバイスが
リリースされる構成を示している。
【図４３】ストライク機能が進行中であり安全デバイスが係合している構成を示している
。
【図４４】図４２と同様な図であり、機構をわかりやすく表示するために一部の部品につ
いては示していない。
【図４５】図４３と同様な図であり、機構をわかりやすく表示するために一部の部品につ
いては示していない。
【図４６】分ラックを示しており、これは、その回転軸と同心のパスを有し、このパスは
、係合解除ランプによって中断されている。
【図４７】チューン選択防止レバーを示している。
【図４８】図３５のメインオペレーションレバーと連係するカムであるチューン選択ボル
トを示している。
【図４９】前記チューン選択防止レバーを分ラックの方へと押すチューン選択防止レバー
ばねを示している。
【図５０】ムーブメントと、オンデマンドの音響表示機能のためのマニュアル制御メンバ
ーと、及び本発明に係るストライク機構とを備える計時器を示しているブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、計時器１０００に関し、特に、ムーブメント５００及びストライク機構１０
０を有する携行型時計に関する。また、この計時器１０００は、ミュージックボックスで
あることができ、また、ミュージックボックスを有することができる。
【００１１】
　「Les montres compliquees（複雑腕時計へのガイド）」という題のFrancois LECOULTR
Eによる文献（1985, ISBN 2-88175-000-1）は、９７～２０５ページの異なる章において
、ストライク機構を形成する以下の基礎的な機構について詳細に説明している。
－　リピート腕時計
－　古典的なリピート腕時計
－　現代的なクオーターリピーター
－　単純化されたリピーター
－　ハーフクオーターリピーター、
－　ブレゲ式ハーフクオーターリピーター
－　５分リピーター
－　ミニッツリピーター
－　クロックウォッチ
【００１２】
　必要でなければ、ここではこれらの基礎的な機構については詳細に議論しない。なぜな
ら、ストライク機構の専門家であれば、この遍在する参考文献、特に、前記の最後の２つ
の章において、前記のような機構の構成を見つける方法がわかるからである。
【００１３】
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　ストライク機構１００は、伝統的な形態で、少なくとも１つの基準車セット、好ましく
は、複数の基準車セットを有する。これは、時間基準スネール及び／又は星形車、そして
、特に、分スネール、クオータースネール及び時スネールを有する。
【００１４】
　このストライク機構１００は、さらに、特に、文献「Les montres compliquees」にお
ける「クロックウォッチ」についての章にて説明されている少なくとも１つのストライク
駆動車セット１を有しており、これは、この本の図４０に示されている。このストライク
駆動車セット１は、伝統的に、リリースラチェット２とラックピニオンを有する。
【００１５】
　ストライク機構１００は、基準車セットを駆動するムーブメント５００と連係し、図２
８に、このムーブメント５００の特定の出力をムーブメントによってストライク機構をリ
リースする星形車の形態（これに限定されない）で示している。この星形車は、筒かなに
嵌められ、４本の歯があり、これによって、１５分ごとに、ムーブメントによるリリース
のために中間的レバーを持ち上げる。この中間的レバーは、以下において、ギャザリング
パレットと呼ぶ。
【００１６】
　このように、ストライク駆動車セット１は、移動止めラチェット２を担持する。これは
、同じ出願人によるスイス特許出願ＣＨ００９６４／１７において説明されているように
、特に、図２８の星形車と図３２の係合ヨーク７３の間の連係を介して、ムーブメント５
００によって制御される少なくとも１つのパッシングストライク発動歯止め３と連係し、
あるいは同じ出願人による同じスイス特許出願ＣＨ００９６４／１７において説明されて
いるように、ミニッツリピーターなどを制御するようにユーザーによって操作可能な図２
９に示しているオンデマンドのリリースレバー５によって制御されるリピーター歯止め４
と連係するように構成している。
【００１７】
　同じ出願人によるスイス特許出願ＣＨ００９６４／１７、ＣＨ００９６５／１７、ＣＨ
００９６６／１７に記載されているように、ストライク機構１００は、ストライク反転レ
バー７の作用の下で、このような歯止め３、４が移動止めラチェット２にアクセスするこ
とを防ぐことができるストライク分離レバー６を有する。このストライク反転レバー７は
、ムーブメント５００が備える針セッティングステム８によって、ストライク機構１００
が備えるストライク機能又はチューンを選択するメイン制御メンバー１０によって、又は
ストライク機構１００にあるエネルギー資源が不十分である場合の止め機構によって、操
作可能である。このような止め機構は、ストライクのパワーリザーブ、特に、ストライク
用バレルにおけるパワーリザーブ、が消耗していたり不十分であったりするときにいずれ
のストライク機能の開始をも防ぐように構成しており、この止め機構は、ここでは詳細に
説明しないが、同じ出願人によるスイス特許出願ＣＨ００９６４／１７の主題を形成して
いる。
【００１８】
　本発明によると、ストライク機構は、ストライク機能又はチューンの選択の間にリリー
スを防ぐデバイスを有しており、これは、ムーブメント５００又はユーザーによるいずれ
のストライク機能のリリースをも防ぐように構成している。このリリース防止デバイスは
、リリース防止レバー２０を有しており、このリリース防止レバー２０の回転は、ユーザ
ーがメイン制御メンバー１０に対してストライク機能又はチューン選択を行うと、すべて
の歯止め３、４を移動止めラチェット２から離す。ストライク機構１００は、弾性戻し手
段を有しており、これは、ユーザーによるアクションがないときに、メイン制御メンバー
１０を固有な待機位置にに戻すように構成している。
【００１９】
　特に、メイン制御メンバー１０は、制御ピン１２を担持している回転式のメインオペレ
ーションレバー１１を有する。この制御ピン１２は、メインオペレーションばね９の作用
の下で、リリースオペレーションを可能にする第１の角トラベルにあるリリース防止レバ
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ー２０の第１の面２３と、そして、ストライク機構をリリースするいずれのオペレーショ
ンも防ぐリリース防止レバー２０の第２の係合解除角トラベルにあるリリース防止レバー
２０の第２の面２４と、当接係合するように構成している。リリース防止レバー２０は、
リリース防止レバーばね２９の戻し力によって制御ピン１２の方に押される。ムーブメン
ト５００は、リリース防止レバー２０が待機位置にあるときにリリース防止レバー２０の
ための支持位置としてはたらく固定ピン２８を有する。
【００２０】
　図３に示しているように、メイン制御メンバー１０の待機位置では、制御ピン１２は第
１の面２３に対向しており、制御ピン１２は、この第１の面２３から、非ゼロの第１の安
全距離Ｓ１離れている。
【００２１】
　第１の角トラベルの間、図７に示しているように、制御ピン１２は第１の面２３に載っ
ており、ここで、リリース防止レバー２０がメイン制御メンバー１０のプッシャーに対す
るアクションの開始時に、ムーブメント５００の固定ピン２８に載り、一方、図１１では
、制御ピン１２は第１の面２３にまだ載っているが、リリース防止レバー２０はもはや固
定ピン２８に載っていない。
【００２２】
　第2の角トラベルの間、図１５及び１９に示しているようにユーザーによってメイン制
御メンバー１０に力が与えられつつ、制御ピン１２は第２の面２４に載っている。ここで
は、リリース防止レバー２０は固定ピン２８から離れている。
【００２３】
　特に、リリース防止レバー２０の第２の面２４は第１の面２３に近接しており、第２の
面２４は、この第１の面２３からエッジ又は中間的平坦部分によって離れており、その交
差は、メイン制御メンバー１０に対して作用しているときに、第１の角トラベルの端及び
安全デバイスの係合に対応しており、これによって、いずれのストライク機能のリリース
をも防ぐ。
【００２４】
　図示している変種（これに限定されない）において、第１の面２３は実質的に平坦であ
り、エッジによって実質的に円筒状の第2の面２４から離れている。第２の面２４は、安
全デバイスがアクティブ化されているときに、メインオペレーションレバー１１の回転軸
と同軸である。
【００２５】
　図示していない別の変種において、第１の面２３と第２の面２４は、２つの実質的に円
筒状の面であり、これらは、実質的にメインオペレーションレバー１１の回転軸を中心と
しており、一方の面は、他方の面よりも離れており、これらの面は、中間的平坦部分によ
って分離している。同様に、第２の面２４は、安全デバイスがアクティブ化されていると
きに、メインオペレーションレバー１１の回転軸と同軸である。
【００２６】
　当然、他の構成も可能であり、これは、特に、メイン制御メンバー１０の近傍において
利用可能な空間に依存し、図示している変種において、ユーザーが操作するプッシャー（
図示せず）が作用するメインオペレーションレバー１を備える。
【００２７】
　好ましくは、ストライク反転レバー７は偏心機構７１を有しており、これは、ストライ
ク反転レバー７の回転トラベルの精密調整のためにリリース防止レバー２０が備える支持
面２２に当接するように動き、移動止めラチェット２に対して各歯止め３、４の係合解除
を確実にするように構成している。
【００２８】
　制御ピン１２がリリース防止レバー２０の第１の面２３と接触すると、この第１の面２
３は、その支持面２２を介して偏心機構７１と接触する。
【００２９】



(10) JP 2019-207228 A 2019.12.5

10

20

30

40

50

　この安全デバイスは、メインオペレーションレバー１１のアイドルトラベルの間に以下
のようにアクティブ化される：制御ピン１２が第１の面２３上を動く間、安全距離は徐々
に第２の安全距離Ｓ２の値から値ゼロに変わり、ストライク反転レバー７は、ストライク
分離レバー６を駆動するようにそのトラベルを開始する。このストライク分離レバー６は
、２つの歯止め３、４を分離し、これらが移動止めラチェット２から特定の距離離れるよ
うに保持する。
【００３０】
　ユーザーがメインオペレーションレバー１１に対してアクションを行うことによってチ
ューン選択をするときに、制御ピン１２は、第１の面２３からリリース防止レバー２０の
第２の面２４へと動く。したがって、メインオペレーションレバー１１は、その支持面２
２を介して、ストライク反転レバー７の偏心機構７１と接触し、そして、この偏心機構７
１は、ストライク分離レバー６との接続によって、歯止め３、４を分離する。
【００３１】
　図示していない別の変種において、ストライク反転レバー７は、支持面２２と連係する
ように構成している単純なピンを担持している。図示していない別の変種において、スト
ライク反転レバー７には、リリース防止レバー２０のピン又はムーブメント５００のプレ
ートに固定されたピンと連係するように構成している開口が形成されている。
【００３２】
　特に、メイン制御メンバー１０の待機位置において、図４に示しているように、偏心機
構７１は、支持面２２に対向しており、偏心機構７１は、この支持面２２から、非ゼロの
第２の距離Ｓ２離れている。
【００３３】
　第１の角トラベルの第１の部分の間に、この偏心機構７１は支持面７１に対向しており
、メイン制御メンバー１０のプッシャーに対するアクションの開始時において、図７の時
点と同じ時点にて、図８に示しているように、この偏心機構７１は、この支持面７１から
、非ゼロの第２の距離Ｓ２離れており、一方で、制御ピン１２は第１の面２３に載ってお
り、リリース防止レバー２０は固定ピン２８に載っている。
【００３４】
　図１１における時点と同じ時点において、図１２に示しているように、第１の部分と連
続している、第１の角トラベルの第２の部分の間に、偏心機構７１が支持面２２に載って
いる。
【００３５】
　第２の角トラベルの間に、図１５の時点と同じ時点において、図１６に示しているよう
に、ユーザーによってメイン制御メンバー１０に力が与えられつつ、偏心機構７１は支持
面２２に載っている。図１５は、アイドルトラベルの端及び安全デバイス係合段階の端に
対応している。図１９の時点と同じ時点における図２０は、プッシャートラベルの端に対
応しており、このとき、例えば、チューン又はストライクモードの変更、ゴングの選択な
どの形態で、選択が行われる。この構成は、機構のいずれの損傷をも防ぐ。
【００３６】
　図面に示したバージョン（これに限定されない）では、ストライク又はチューン選択用
のメイン制御メンバー１０は、カラム車３０を有する。メインオペレーションレバー１１
は、この場合、カラム車ジャンパー３２によって適切な位置に保持されるカラム車３０の
歯３１を引くように構成しているフック１３を有するメインカラム車オペレーションレバ
ーである。このとき、メインオペレーションばね９は、そのポジショニングのために少な
くとも１つのピン９３及び９４を有するメインカラム車オペレーションばねである。同じ
出願人による欧州特許ＥＰ３０９６１８９Ｂ１及びＥＰ３１３６１８８Ｂ１は、このよう
なオペレーションレバーと組み合わさったこのようなカラム車のオペレーションについて
説明している。
【００３７】
　第１の角トラベルの間に、リリース防止レバー２０の第１の面２３に制御ピン１２が載
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っており、この第１の角トラベルは、メインカラム車オペレーションレバー１１のアイド
ルトラベルに対応している。すなわち、このメインカラム車オペレーションレバー１１は
、まだカラム車３０と接触していない。
【００３８】
　本発明に係る安全デバイスと係合するのは第１の面２３のみである。リリース防止レバ
ー２０の第２の面２４によって、この安全デバイスがメインカラム車オペレーションレバ
ー１１の制御ピン１２の続くトラベルの間にアクティブであり続けることが可能になる。
【００３９】
　図示していない他の変種においては、カラム車を代替するタイプのセレクターを有する
ことができ、この場合、フックは、このような用途に適している制御メンバーによって置
き換えられる。特に、カムセレクターを実装したり、クロノグラフにおけるようなスライ
ドピースセレクターを実装したりすることができる。このような状況で、同じ出願人によ
る欧州特許ＥＰ２９４７５２３Ｂ１は、チューン選択手段を示している。同じ出願人によ
るスイス特許出願ＣＨ００９６４／１７、ＣＨ００９６５／１７、ＣＨ００９６６／１７
は、カムセレクターを有するストライクモードセレクターを開示している。
【００４０】
　カラム車を備える図示した変種において、第１の角トラベルの第１の部分は、待機位置
と、フック１３とカラム車３０の間の第１の接触位置との間のメインカラム車オペレーシ
ョンレバー１１のアイドルトラベルに対応する。
【００４１】
　特定の変種において、リリース防止レバー２０には、機械的な安全止めである支持半径
２６がある。
【００４２】
　特定の変種において、ストライク反転レバー７は、その角位置に応じて、動作している
ストライクモードや動作していないストライクモードの、ユーザーが見ることができる、
表示を制御するように構成している。この表示は、特に、ストライク反転レバー７と接触
するように連接されておりムーブメントの制御ステム８と間接的に接続している係合解除
ヨーク７８によって制御することができる。このオペレーションは、ストライク機構のた
めに止め機構に関連する同じ出願人によるスイス特許出願ＣＨ００９６４／１７において
説明されており、前記係合解除ヨーク７８は、開口を通して見られるシャッター、針など
を担持しており、これによって、ストライク機能が利用可能であるか又は利用不能である
かについてユーザーに知らせる。
【００４３】
　パッシングストライク機能又はミニッツリピーターが動作しているときに選択機構に対
するアクションを防止するように機構を有利に構成することができる。このために、特に
、ストライク機構１００は、伝統的な形態で、自動的又はオンデマンドで時間をストライ
クするクオーターラック又は分ラックである少なくとも１つの制御ラックを有しており、
制御ラックに関連づけられた少なくとも１つのカムを有している。このカムは、同じ出願
人による欧州特許ＥＰ３０９６１８９Ｂ１に説明されているように、ストライク機能又は
チューンが進行中であるときに、ストライクモード又はチューンを選択するようにメイン
制御メンバー１０が回転することを防ぐように構成している。これにおいて、いくつかの
レベルがあるストライク機構の各レベルごとに、このようなカムは、対応するクオーター
ラックと連係して、前記クオーターラックがストライク機能又はチューンの再生を行うよ
うに動いているときに制御プッシャーに対するいずれのアクションをも防止する。具体的
には、このようなカムは、ここで、好ましいことに、分ラックと連係し、ストライク機能
又はチューンが実行されているときにメインオペレーションレバー１１を回転させてロッ
クするように構成している。
【００４４】
　図４２～４９は、この相補的な安全機構が、ストライク機能のパフォーマンスの間に最
後に再生される分ラック９０と連係するような有利なケースを示しており、この分ラック
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９０には、サイクルの終わりにてストライクレギュレーターを止める機能がある。この相
補的な安全機構は、ミニッツリピーターなどによって開始されたパッシングストライク又
はストライク機能が動作しているときに選択が実行されることを防ぐように意図されてお
り、備えているくちばし部９７によって分ラック９０に当接するように動くように構成し
ているチューン選択防止レバー９５を有する。
【００４５】
　図４２及び４４は、待機しているストライク機構を示しており、前記のくちばし部９７
は、分ラック９０のパス９１０に載っている。このパス９１０は、分ラック９０の回転軸
と同心である。チューン選択防止レバー９５には、ブリッジ上を回転するようにマウント
されたチューン選択ボルト９８が備えるポスト９８０と連接するフォーク９６がある。こ
のボルト９８はカムであり、フィンガー９９を有しており、このフィンガー９９は、ボル
ト９８の角位置に依存して、しきい値部材１５によって境界が形成されるメインオペレー
ションレバー１１に形成されたノッチ１５０内の位置、又は安全デバイスが係合している
位置におけるしきい値部材１５に対向している位置を占めることができる。チューン選択
防止レバーばね９５１は、アーム９５２を介して、チューン選択防止レバー９５を分ラッ
ク９０の方へと押す。
【００４６】
　ストライク機能が実行されているときに、図４３及び４５において、分ラック９０は、
これらの図における反時計回りに回転し、くちばし部９７はパス９１０を逸脱し、リリー
ス傾斜ランプ９２０に沿って逃げ、フィンガー９９は、しきい値部材１５とは反対側に動
き、そして同時に、チューン選択防止レバー９５とボルト２８が回転する。このボルト２
８は、図において時計回りに回転する。
【００４７】
　ブリッジのピン９９９は、ボルト９８の支持面９８１に対する障害となる。安全デバイ
スは係合し、ストライク機能が完了した後に分ラック９０がその待機位置へと戻るときに
のみ再び係合解除される。欧州特許ＥＰ３０９６１８９Ｂ１は、この相補的な安全機構の
代替的な変種を示している。
【００４８】
　ストライク機構１００は、具体的には、ミニッツリピーター又は別のオンデマンドの音
響表示を有しており、これは、リピーター歯止め４を移動止めラチェット２と連係させる
ようにユーザーによって操作可能なオンデマンドのリリースレバー５を有する。
【００４９】
　変種の１つにおいて、本発明は、ムーブメント５００に加えることができるストライク
機構のブリッジ上にある付加的な機構として構成しているストライク機構１００のみに関
する。
【００５０】
　本発明によって、同じ出願人による前記の他の特許出願及び特許において言及されてい
る他の安全デバイスとは独立に、特に、スイス特許出願ＣＨ００９６４／１７の止め機構
とは独立に、ストライクモード及び／又はチューン選択機能の全体的な安全性を確実にす
ることができる。
【符号の説明】
【００５１】
１　ストライク駆動車セット
２　移動止めラチェット
３　パッシングストライク発動歯止め
４　リピーター歯止め
５　オンデマンドのリリースレバー
６　ストライク分離レバー
７　ストライク反転レバー
８　針セッティングステム
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９　メインオペレーションばね
１０　メイン制御メンバー
１１　メインオペレーションレバー
１２　制御ピン
１３　フック
２０　リリース防止レバー
２２　支持面
２３　第１の面
２４　第２の面
２９　リリース防止レバーばね
３０　カラム車
３１　歯
３２　カラム車ジャンパー
７１　偏心機構
９０　クオーターラック又は分ラック
９８　カム
１００　ストライク機構
５００　ムーブメント
１０００　計時器
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